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A-Policy

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
販
売
流
通
企
画
課
は
農
業

所
得
増
大
に
向
け
、
長
野
県
農
産
物
の
売
り

場
拡
大
と
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
を
高
め
る

た
め
の
総
合
宣
伝
事
業
の
展
開
、
新
た
な
電

子
商
取
引
や
輸
出
事
業
に
取
り
組
み
、
集
出

荷
施
設
と
輸
送
の
効
率
化
に
よ
る
物
流
コ
ス

ト
抑
制
策
の
構
築
を
進
め
る
た
め
に
、
昨
年

度
ま
で
の
生
産
販
売
企
画
課
を
発
展
的
に
組

織
改
編
し
新
た
に
設
け
ら
れ
た
課
で
す
。

　
本
年
度
に
お
け
る
販
売
流
通
企
画
課
の
重

点
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

物
流
関
連
調
査
を
通
じ
て
効
率
的
な
輸
送

体
制
の
検
討
・
推
進
を
進
め
ま
す
。

　

‌　
集
出
荷
実
態
の
把
握
に
よ
る
効
率
的
な

集
出
荷
体
制
の
検
討
を
進
め
、
パ
レ
ッ
ト

輸
送
と
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い
て
試
験

的
な
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産

販
売
部
内
の
各
品
目
課
が
取
り
組
む
出
荷

資
材
の
統
一
を
支
援
し
、
部
門
間
の
調
整

を
行
い
ま
す
。

② 

ｅ
コ
マ
ー
ス（
電
子
商
取
引
）
サ
イ
ト
を
活

用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

‌　
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
紹
介
機
会
を
創
出

し
、
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
デ
ー
タ
を
活

用
し
商
品
開
発
に
反
映
し
ま
す
。

③ 

販
売
拡
大
に
向
け
た
情
報
提
供
と
支
援
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

‌　
長
野
県
農
産
物
等
輸
出
事
業
者
協
議
会

に
参
画
し
、
輸
出
関
連
情
報
を
収
集
し
情

報
の
産
地
内
共
有
と
活
用
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
オ
フ
ァ
ー
に
対
す
る
窓
口
対
応
機

能
を
高
め
、
販
路
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

営
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
よ
り
、
営

業
活
動
の
効
率
化
と
情
報
の
共
有
化
を
は

か
り
ま
す
。

④ 
販
売
力
強
化
の
た
め
有
効
な
総
合
宣
伝
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

‌　
長
期
的
な
戦
略
に
基
づ
く
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
り
、
認
知
度
を
高
め
て
本
県
産

の
需
要
を
喚
起
し
ま
す
。
効
果
的
な
新
た

な
宣
伝
手
法
の
研
究
を
行
い
、
総
合
品
目

や
品
目
を
横
断
し
た
販
売
促
進
企
画
を
実

施
し
ま
す
。

⑤ 

関
係
職
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
ま
す
。

　

‌　
若
手
職
員
の
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修

会
の
実
施
を
通
じ
て
、
知
識
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
す
。

⑥ 

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
た
国
際
水
準
Ｇ
Ａ

Ｐ
取
得
を
推
進
し
ま
す
。

　

‌　
Ｊ
Ｇ
Ａ
P
指
導
補
助
人
材
を
育
成
し
、

大
会
向
け
農
産
物
の
生
産
対
応
を
進
め
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
、
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課
の
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
「
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
」
の

展
開
を
７
月
よ
り
行
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
の
元
売
統
合
に
よ
っ
て
、
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
全
国
Ｓ
Ｓ
数
の
約
４
割
を
占
め
、

長
野
県
内
で
は
約
５
割
が
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
マ
ー

ク
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
か
ら
は
同
じ
ブ
ラ

ン
ド
を
掲
げ
た
Ｓ
Ｓ
の
顧
客
囲
い
込
み
が
一

層
進
み
ま
す
。

　

Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
と
は
、
支
払
い
を
ワ
ン

タ
ッ
チ
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
非
接
触

決
済
ツ
ー
ル
で
す
。

　
車
の
キ
ー
な
ど
に
付
け
ら
れ
る
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
タ
イ
プ
で
、
お
手
持
ち
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
登
録（
紐
づ
け
）
を
行
い
、
計
量

機
に
か
ざ
す
だ
け
で
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
決

済
が
で
き
ま
す
。

　
発
行
費
用
無
料
・
年
会
費
無
料
、
安
心
の

紛
失
・
盗
難
補
償
付
き
、
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
付
与

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
お
客
様
に
大
変
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
決
済
ツ
ー
ル
で
す
。（
一
部

登
録
で
き
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
）

　
以
前
は
ス
ピ
ー
ド
パ
ス
と
し
て
限
ら
れ
た

Ｓ
Ｓ
で
使
用
可
能
で
し
た
が
、
７
月
以
降
は

「
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
」と
し
て
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
マ
ー

ク
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
全
店
で
使
用
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
Ｓ
Ｓ
と
し
て
も
、
審
査
不
要
で
会
員
獲
得

が
容
易
、
一
会
員
当
た
り
の
給
油
量
ア
ッ
プ
、

高
い
固
定
化
率
、
発
行
費
用
無
料
、
さ
ら
に

単
価
設
定
も
行
え
る
こ
と
で
独
自
の
施
策
を

展
開
で
き
ま
す
。

　
協
同
経
営
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ

ｅ
ｙ
の
展
開
に
向
け
て
、
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
専

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
、
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
へ

の
操
作
説
明
と
知
識
を
共
有
し
、
本
年
度
Ｅ

ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
発
行
１
１
，
１
０
０
個
を
目
標

と
し
て
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
、
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
は
Ｊ
Ａ
―

Ｓ
Ｓ
ら
し
さ
を
も
っ
て
新
し
い
波
に
乗
り
ま

す
。

　
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化
す
る
Ｓ
Ｓ
業

界
で
す
が
、
引
き
続
き
組
合
員
・
お
客
様
に

愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
-Ｓ
Ｓ
を
目
指
し
ま
す
。

販売流通
企画課

令
和
元
年
度 

販
売
流
通
企
画
課
重
点
方
針

輸送イメージ（モモ）

輸送イメージ（レタス）

総合品目による販売促進

SS協同経営課

令
和
元
年
度 

Ｅエ

ネ

キ

ー

ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ

展
開
へ
の
取
組
み

この小ささでワンタッチ支払いができます
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A-Policy

生
産
販
売
部

　
長
野
県
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
協
議
会
は
５
月

27
日
㈪
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
「
配
置
員
全

体
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
取
組
み
に
当
た
っ
て
の
意

思
統
一
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
に
よ
る

リ
ス
ク
管
理
等
に
つ
い
て
の
再
確
認
、薬
事・

品
目
推
進
に
つ
い
て
の
研
修
を
通
じ
た
提
案

力
の
向
上
を
目
的
と
し
、
来
賓
に
長
野
県
健

康
福
祉
部
薬
事
管
理
課
の
太
田
靖
課
長
、
全

農
く
ら
し
支
援
事
業
部
の
青
木
武
美
専
任
課

長
、
協
同
薬
品
工
業
㈱
の
飯
澤
敦
営
業
本
部

長
な
ど
５
名
を
迎
え
、
家
庭
薬
配
置
員
42
名

と
関
係
者
を
合
わ
せ
、
約
60
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

◆ 
提
案
制
度
審
査
結
果
発
表
及
び

表
彰
授
与
式

　
「
現
場
を
よ
く
知
り
改
善
で
き
る
の
は
家

庭
薬
配
置
員
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
か
ら
、

家
庭
薬
配
置
員
の
事
業
へ
の
参
画
意
識
を
高

め
、
優
れ
た
提
案
に
対
し
表
彰
制
度
を
設
け
、

家
庭
薬
配
置
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

と
事
業
の
活
性
化
を
は
か
る
「
提
案
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
30
年
度
に
家
庭
薬
配
置
員
よ

り
提
案
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
建
設
的

か
つ
具
体
的
で
あ
り
家
庭
薬
事
業
の
新
た
な

推
進
方
策
と
し
て
事
業
改
善
に
つ
な
が
る
優

れ
た
提
案
と
認
め
ら
れ
た
10
件
を「
優
秀
賞
」

「
優
良
賞
」「
ア
イ
デ
ア
賞
」
と
し
、
表
彰
し

ま
し
た
。

◆
研
修
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認

　
品
目
推
進
に
つ
い
て
の
研
修
で
は
、「
黒

酢
プ
ラ
ス
の
試
飲
の
す
す
め
方
」
の
一
例
を

動
画
や
実
演
で
学
び
、
現
場
で
の
様
々
な
状

況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
意
識
を
深
め
ま
し
た
。
従
来
の
医
薬
品
の

入
替
か
ら
、
お
客
様
の
健
康
づ
く
り
の
提
案

活
動
へ
の
シ
フ
ト
を
は
か
る
上
で
も
、
提
案

能
力
の
向
上
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
計
画
必
達
に
向
け
出
席
者
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
く
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
J
A
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と

と
も
に
組
合
員
・
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を

深
め
、
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
の
普
及
を
推
進
し
、

「
組
合
員
の
く
ら
し
と
健
康
を
ふ
れ
あ
い
で

守
る
架
け
橋
」
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

生活課

ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
「
配
置
員
全
体
会
議
」

優秀賞の清沢配置員（右）と優良賞の澤渡配置員（左)

ＪＡ全農長野の西澤孝典業務点検・コンプライアンス部長によるコンプライアンス研修

湯本豊協議会長の
開会挨拶

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
５
月
31
日

㈮
、
長
野
市
内
で
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。県
内
２
社
を
含
む
青
果・

花
き
の
主
要
卸
売
会
社
23
社
の
代
表
、
長
野

県
か
ら
阿
部
守
一
知
事
、
山
本
智
章
農
政
部

長
ほ
か
農
政
部
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
側
か
ら
は
全

農
長
野
の
雨
宮
勇
運
営
委
員
会
会
長
、
豊
田

実
同
副
会
長
、
小
林
哲
男
県
本
部
長
、
県
内

Ｊ
Ａ
組
合
長
・
理
事
長
な
ど
、
総
勢
91
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
長
野
県
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販

売
強
化
に
よ
る
農
家
手
取
り
の
安
定
化
の
推

進
及
び
卸
売
会
社
と
の
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
た
め
、
出
荷
が
本
格
化

す
る
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
雨
宮
会
長
は
主
催
者
挨
拶
の
中
で
「
Ｊ
Ａ

全
農
長
野
は
本
年
度
生
産
販
売
部
の
取
扱
目

標
を
１
，
５
８
４
億
円
と
し
た
。
こ
の
目
標

達
成
の
た
め
、
安
全
安
心
で
新
鮮
な
信
州
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
を
基
本
に
、
実
需
者
ニ
ー
ズ

と
流
通
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
商
品
開
発

と
生
産
基
盤
造
り
、
並
び
に
販
売
力
の
強
化

に
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。
阿
部
知
事

か
ら
は
「
農
業
・
農
村
の
振
興
無
く
し
て
は
、

長
野
県
の
発
展
は
な
い
。
農
業
・
農
村
を
元

気
に
し
て
い
く
上
で
、
生
産
地
は
品
質
の
優

れ
た
農
産
物
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
皆
様
に
は
、
私
ど
も
長
野
県
の
農

業
が
更
に
発
展
で
き
る
よ
う
お
力
を
お
貸
し

頂
き
た
い
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
本
会
か
ら
の
今
年
度
の
取
扱
計
画
や
生
産

販
売
の
重
点
方
針
、
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼

強
化
を
図
る
等
の
方
針
説
明
の
後
、
卸
売
会

社
の
代
表
３
社
よ
り
、
共
通
の
テ
ー
マ
と
し

て
「
卸
売
市
場
法
改
正
に
伴
う
今
後
の
市
場

機
能
変
化
と
将
来
性
、
及
び
産
地
に
期
待
す

る
こ
と
」
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
京
青
果
㈱
川
田
一
光
社
長
は
「
卸
売
市

場
が
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
認
識
さ
れ
た

と
思
わ
れ
、
卸
売
市
場
法
自
体
は
基
本
的
な

と
こ
ろ
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
認
識
す
る
。

た
だ
し
、
開
設
者
が
定
め
る
詳
細
の
条
例
は

未
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
公
表

出
来
な
い
。
地
域
に
よ
り
特
徴
あ
る
内
容
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
産
地
に
期
待
す

る
こ
と
は
、
安
全
安
心
な
農
産
物
を
生
産
出

荷
い
た
だ
く
こ
と
に
尽
き
る
」
と
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
大
果
大
阪
青
果
㈱
中
内
良
一
社
長
は
「
条

例
は
、
現
在
調
整
中
で
あ
り
11
月
頃
に
決
定

す
る
見
込
み
。
取
引
量
が
増
え
る
可
能
性
は

あ
る
が
極
端
な
動
き
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
出
荷
さ
れ
た
商
品
を
あ
ら
ゆ
る
機

能
を
使
っ
て
売
っ
て
い
く
。
厳
し
い
が
し
っ

か
り
と
生
産
振
興
を
し
て
作
ら
れ
た
も
の
は

市
場
へ
出
荷
し
て
欲
し
い
」
と
提
言
さ
れ
ま

し
た
。

　
㈱
な
に
わ
花
い
ち
ば
大
西
進
会
長
は
「
花

き
の
場
合
、
既
に
オ
ー
ル
買
参
制
で
同
業
者
、

小
売
り
に
も
販
売
す
る
。
法
改
正
に
よ
り
、

特
に
仲
卸
は
市
場
の
出
方
を
注
目
し
て
お
り

市
場
と
し
て
危
機
感
は
あ
る
。
現
状
大
き
な

生
産
者
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ
／
全
農
に
フ
ォ

ロ
ー
の
風
が
吹
い
て
い
る
と
考
え
る
。
全
農

全
体
で
夏
冬
の
２
年
毎
に
品
評
会
を
や
っ
た

ら
生
産
者
に
箔
が
つ
く
。
稼
い
だ
人
に
表
彰

状
を
挙
げ
て
も
よ
い
。
生
産
者
を
育
成
す
る

た
め
意
欲
喚
起
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
作
る

べ
き
」
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

信
頼
さ
れ
る
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て
主
要
取
引
会
社
と
情
報
交
換

令
和
元
年
度 

長
野
県
青
果
物・花
き
取
引
会
議

挨拶をする雨宮組合長
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総
務
広
報
課

酪
農
課

米
穀
課

米
穀
課

　
「
金
芽
米
」
や
「
Ｂ
Ｇ
無
洗
米
」

な
ど
を
製
造
・
販
売
す
る
東
洋
ラ
イ

ス
㈱
は
２
月
、
米
の
生
産
者
団
体
や

流
通
団
体
な
ど
と
共
に
、
持
続
可
能

な
食
に
関
す
る
講
義「
最
大
の
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
レ
ッ
ス
ン（
複

数
会
場
）」
の
受
講
者
数
で
、
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
か
ら
は
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
、
佐

久
浅
間
、
上
伊
那
、
松
本
ハ

イ
ラ
ン
ド
、
あ
づ
み
の
５
団

体
が
、
東
京
会
場
で
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
に
挑
戦
し
、
達
成

に
立
合
い
ま
し
た
。

　
５
月
17
日
㈮
に
東
洋
ラ
イ

ス
の
阪
本
哲
生
副
社
長
が
全

農
長
野
を
訪
れ
、
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
公
式
参
加
認
定
証
を
、

小
林
哲
男
県
本
部
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
阪
本
副
社
長
が

「
米
を
通
し
て
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
、
長
野

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
一
層

の
関
係
強
化
を
図
り
た
い
」

と
挨
拶
す
る
と
、
小
林
県
本
部
長
は

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
は
行
政
も
注
目
す
る
指
標
で
あ

り
、
本
会
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
応
え
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
は
東
洋
ラ
イ
ス
と
連
携

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
の
長
野
米

輸
出
を
行
う
な
ど
、
連
携
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

ギ
ネ
ス
参
加
認
定
書
を
拝
受

S
D
Gｓ
で
企
業
と
連
携

　
長
野
県
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
５
月
20
日
㈪
、

県
が
開
発
し
た
酒
造
好
適
米
の
新
品
種「
信
交

酒
５
４
５
号（
山
恵
錦
）」
を
使
っ
た
日
本
酒

の
新
酒
お
披
露
目
会
を
長
野
市
内
で
開
き
ま
し

た
。
こ
の
米
を
使
っ
た
日
本
酒
を
造
る
県
内
す

べ
て
の
酒
造
会
社
27
社
が
40
銘
柄
を
披
露
し
、

小
売
酒
販
売
業
者
や
調
理
師
な
ど
約
１
５
０
人

が
試
飲
し
ま
し
た
。

　
県
の
阿
部
守
一
知
事
は
「
今
日
お
集
り
の
皆

さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
全
国
に
広
め
た
い
。
ブ

ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
に
全
力
を
傾
け
る
」
と

挨
拶
し
、
産
地
代
表
と
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
運

営
委
員
会
の
雨
宮
勇
会
長
は
「
令
和
元
年
産
酒

米
は
５
万
９
千
俵
、
こ
の
内
、
山
恵
錦
は
１
，

５
０
０
俵
を
見
込
ん
で
い
る
。
耐
病
性
、
収
量

性
に
優
れ
る
山
恵
錦
は
産
地
の
期
待
が
大
き

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
「
信
交
酒
５
４
５
号（
山
恵
錦
）」
は
、
酒
造

好
適
米
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
「
山
田
錦
」
と
冷

害
に
強
い
「
ゆ
め
し
な
の
」
の
系
統
を
交
配
し

て
育
成
し
、
２
０
１
７
年
に
県
の
認
定
品
種
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
栽
培
し
や
す
く
（
倒
伏
し

に
く
い
、耐
冷
性
が
強
い
、い
も
ち
病
に
強
い
）

収
量
が
多
い
こ
と
、
大
粒
で
心※

白
の
発
現
に
優

れ
、
砕
米
の
発
生
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で
、

醸
造
し
た
清
酒
は
「
味
巾
が
あ
り
、
滑
ら
か
さ

が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
本
格
的
に
栽
培
が
始
ま
り
、

同
年
産
は
11‌

ha（
59
・
２
ト
ン
）、
２
０
１
８

年
産
は
21‌

ha（
89・６
ト
ン
）
と
増
加
し
て
お
り
、

主
な
産
地
は
佐
久
市
、
上
田
市
、
伊
那
市
、
大

町
市
、
松
川
村
、
信
濃
町
、
木
島
平
村
で
す
。

酒
米
の
新
品
種　
信
交
酒
５
４
５
号

（
山
恵
錦
）本
格
デ
ビ
ュ
ー

ギネス認定証を持つ小林県本部長（左）と阪本副社長（右）

※表紙右上の写真／山恵錦の日本酒で乾杯する関係者（前列／酒造事業者、後列／阿部県知事など出席者）

試飲する雨宮会長（右）とＪＡ全農長野の小林哲男県本部長（左）

※
心
白
／
米
の
中
心
部
の
白
く
不
透
明
な
部
分
。
心
白
に
は
す
き
間
が
多
い
た
め
、

　

麹
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
、
良
質
の
麹
が
で
き
る 

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
酪
農
課
は
「
牛
乳
の

日
」
の
６
月
１
日
㈯
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
販
売
を
開
始
し
た

「
松
本
山
雅
牛
乳
」は
松
本
山
雅
サ
ポ
ー

タ
ー
に
浸
透
し
て
お
り
、
対
戦
チ
ー
ム

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

も
「
濃
く
て
お
い
し
い
」「
こ
ん
な
牛

乳
が
あ
る
な
ん
て
、
う
ら
や
ま
し
い
」

と
好
評
で
、
用
意
し
た
１
，
２
０
０
杯

は
１
時
間
弱
で
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

牛
の
全
身
模
型
で
体
験
で
き
る
「
搾
乳

体
験
」
は
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大
人

か
ら
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
牛
乳
は
、
熱※

中
症
予
防
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
牛
乳
を
飲
ん
で
、
夏
を

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

松
本
山
雅
F
C
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で

牛
乳
を
Ｐ
Ｒ

6
月
1
日
は「
牛
乳
の
日
」

　

６
月
15
日
㈯
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
v
s
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
）

に
御
嶽
海
関
が
登
場
し
、
Ｊ
Ａ
全
農
長

野
と
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
来
場
者

に
県
産
農
畜
産
物
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー

ち
ゃ
ん
こ
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
野
菜
は
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
い
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
セ
ル
リ
ー
・
ハ
ク
サ
イ
、

県
内
産
の
え
の
き
た
け・ぶ
な
し
め
じ・

エ
リ
ン
ギ
・
な
め
こ
・
白
ネ
ギ
、
豚
肉

は
信
州
ポ
ー
ク
と
、
食
材
は
全
て
長
野

県
産
を
使
い
、「
だ
し
の
風
味
が
強
め
」

と
い
う
出
羽
海
部
屋
の
カ
レ
ー
ち
ゃ
ん

こ
に
倣
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー

ち
ゃ
ん
こ
６
０
０
食
を
調
理
し
ま
し
た
。

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
た
御
嶽
海
関
が
全
農
長
野
ブ
ー
ス
に

立
ち
寄
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
囲
ま
れ
た

中
で
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
召
し
上
が
る
と
、

周
囲
に
人
垣
が
で
き
て
盛
ん
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
御
嶽
海
関
は

ち
ゃ
ん
こ
を
３
杯
召
し
上
が
っ
た
後
、

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し

ま
し
た
。

　
最
高
気
温
が
20
℃
を
下
回
る
梅
雨
寒

の
中
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
熱
い
カ
レ
ー

ち
ゃ
ん
こ
を
食
べ
て
熱
い
声
援
を
送
り

ま
し
た
が
、
試
合
は
０
対
１
で
惜
敗
し

ま
し
た
。

松
本
山
雅
F
C
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

に
御
嶽
海
関
登
場

カ
レ
ー
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
振
舞
い

ミルクジャパン　熱中症予防※牛乳と熱中症予防についての詳細は、 をご覧ください。

牛の模型で搾乳体験

牛乳を試飲するサポーターの皆さん
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ

て
担
い
手
農
家
等
を
支
援
し
、
生
産
基
盤
の

維
持
・
拡
大
と
石
油
事
業
の
利
用
向
上
を
図

る
た
め
、
農
業
生
産
用
燃
料
へ
の
支
援
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
は
、
原
油
価
格
の
高
止
ま
り
に

よ
り
燃
料
コ
ス
ト
が
増
大
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

の
使
命
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
「
安
定
・

安
価
な
農
業
生
産
用
燃
料
の
供
給
」
の
対
応

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
農
長
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
秋
冬
期
に
需

要
期
を
迎
え
る
灯
油
・
Ａ
重
油
に
つ
い
て
対

策
を
実
施
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、

全
農
長
野
の
対
策
に
加
え
て
Ｊ
Ａ
独
自
の
対

策
を
上
乗
せ
し
た
価
格
を
設
定
し
て
、
生
産

農
家
へ
の
支
援
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
自
己
改
革
強

化
策
に
基
づ
く
農
業
生
産
用
燃
料
へ
の
支
援

対
策
強
化
と
し
て
、
灯
油
・
Ａ
重
油
の
支
援

対
策
に
加
え
、
新
た
に
軽
油
に
つ
い
て
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。
５
月
か
ら
11
月
の
期
間

に
お
い
て
、
全
農
長
野
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な

り
県
下
合
計
で
約
２
，
０
０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
の
軽
油
を
供
給
し
ま
し
た
。

　
対
策
を
活
用
し
多
く
の
Ｊ
Ａ
が
農
家
支
援

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
基
盤
の
維

持
・
拡
大
に
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
31
年
は
農
繁
期
を
迎
え
る
３
月

か
ら
軽
油
支
援
対
策
を
始
め
、
令
和
元
年
11

月
ま
で
支
援
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

◆
農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て
は
、

　
免
税
軽
油
制
度
の
活
用
も
有
効
で
す
。

免
税
軽
油
と
は
…

・‌

軽
油
に
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
32
・
１

円
の
軽
油
取
引
税
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一

定
の
要
件
の
も
と
に
、
軽
油
取
引
税
が
免

除
さ
れ
た
軽
油
の
こ
と
を
免
税
軽
油
と
い

う
。

・‌

農
業
を
営
む
者（
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的

な
作
業
の
全
て
の
委
託
を
受
け
て
農
作
業

を
行
う
も
の
を
含
む
）
が
、
特
定
の
用
途

に
使
用
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
免
税
軽
油

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

農
業
生
産
用
燃
料
へ
の
支
援
対
策
強
化
に
つ
い
て

平成30年度自己改革の活動報告

【東信事業所　野辺山駐在所　中
なか
村
むら
 太
たい
治
ち
】

　野辺山駐在所の中村太治と申します。出身は
キノコの産地中野市です。正直キノコは苦手な
のですが、いつか克服したいと思います。学生
時代はサッカー一筋で、7年ぶりに長野に帰っ
てきました。日々学ぶことが多く大変ですが、
この環境に感謝し、素晴らしい先輩方の指導を
受け、農家さん、そして長野県のために精一杯
頑張ります。よろしくお願い致します。

標高JR最高駅のある野辺山で頑張ります！乙４種の試験がんばります！

【生活課　燃料・ホームエネルギー課　込
こみ
山
やま
 瑛
え
那
な
】

　初めまして。４月から入会いたしました、燃
料・ホームエネルギー課の込山瑛那と申します。
出身は長野市で、Uターン就職いたしました。
庶務や石油業務を担当しています。
　特技は小学３年生の頃から始めたバレーボー
ルです。まだまだ未熟で慣れないことが多いで
すが、１日でも早く一人前の職員になれるよう
頑張りたいと思います。

新 採 用 職 員 紹 介

きのこ課からのお知らせ

長野県ＪＡ産きのこ
キャンペーン開催中！
きのこを冷凍保存して活用しませんか？
キャンペーン特設サイトでは、冷凍きのこの作り方や、レシピを公
開中です。

◆「信州三ツ山マーク」を4枚集めて応募！
　 抽選で、信州アルプス牛、ナガノパープル、シリコーンバッグ
セット、Ｗチャンスできのこセットが当たります。
◆ＷＥＢで応募！
　 特設サイトからクイズに答えて応募すると、抽選でオリジナルク
オカードが当たります。

詳しくは、

または　　　　へ！

JA全農長野　きのこキャンペーン

皆様からのご応募をお待ちしています！

JA 燃料拠点から農業生産用燃料を配達します
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出羽海部屋が
木曽合宿
県産農畜産物を贈呈
　JA木曽とJA全農長野は、御嶽海関の地元木曽
で6月20日（木）から22日（土）に合宿をする出
羽海部屋に、県産農畜産物を贈りました。19日
（水）の歓迎式典の中で贈呈式があり、JA木曽の
田屋万芳組合長とJA全農長野の佐藤利久管理部長
が目録と農畜産物のカゴ盛りを手渡しました。
　贈呈したのは、JA木曽産の木曽牛6㎏、御嶽は
くさい2ケース、御嶽ぶなしめじ2ケースをはじめ、
県産のキャベツ、グリーンボール、レタス、ズッ
キーニ、セルリー、アスパラ、ブロッコリー、え
のきたけ、なめこ、エリンギ、飲むヨーグルトの
合計160kg。御嶽海関は「地元での合宿は大変う
れしい。有意義な合宿を過ごしたい。皆さんの声
援が力になるので、今後も応援をお願いします」
と感謝しました。

　

今
年
の
梅
雨
入
り
は
、
6
月

7
日
と
平
年
よ
り
１
日
早
い
と

の
こ
と
で
す
。
春
先
か
ら
の
天

候
不
順
、
梅
雨
に
入
っ
て
か
ら

の
気
温
の
変
化
は
、
私
た
ち
の

健
康
管
理
は
も
と
よ
り
農
作
物

へ
の
影
響
は
大
き
く
か
か
わ
っ

て
き
ま
す
。
夏
至
も
過
ぎ
、
風

景
は
青
々
と
育
っ
た
稲
・
野
菜

な
ど
の
成
長
と
木
々
の
緑
に
よ

り
、
明
る
い
風
景
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ｇ
20
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
関
係
閣
僚
会
合
が

軽
井
沢
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
規
模
の
課
題
も
ま
ず
は
足

元
か
ら
、
農
業
の
果
た
す
役
割

は
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

す
る
し
だ
い
で
す
。

　
先
場
所（
5
月
場
所
）
勝
ち
越

し
た
御
嶽
海
は
、
6
月
19
日
か

ら
22
日
ま
で
地
元
に
戻
り
出
羽

海
部
屋
木
曽
合
宿
を
行
い
、
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。
ま
た
、

信
州
農
畜
産
物
を
提
供
し
食
を

通
し
合
宿
を
支
援
し
ま
し
た
。

準
備
万
全
で
名
古
屋
場
所（
7
月

７
日
初
日
）
を
迎
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
郷
土
力
士
を
皆
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
!!

 

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野菜種苗センター 62 101 101 
生 産 振 興 部 計 62 101 101 
米 穀 2,920 99 101 
果 実 271 94 82 
野 菜 花 き 3,492 78 82 
き の こ 2,486 112 118 
営 業 963 85 98 
生 産 販 売 部 計 10,132 92 96 
包 装 資 材 1,018 93 119 
生 産 資 材 2,761 100 86 
農 業 機 械 1,387 108 94 
施 設 住 宅 429 124 69 
生 産 購 買 部 計 5,596 102 91 
畜 産 2,343 112 107 
三 岳 牧 場 55 109 102 
SPF 繁殖センター 52 104 99 
酪 農 2,671 97 97 
八 ヶ 岳 牧 場 41 104 102 
畜 産 酪 農 部 計 5,164 104 102 
燃料・ホームエネルギー 4,364 113 106 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 2,026 108 102 
生 活 2,129 104 102 
生 活 部 計 8,518 110 104 
長 野 県 本 部 計 29,472 100 98 

令和元年度5月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

7月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

7月24日（水） 11:50 SBSラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「暮らしの応援団」 野菜花き課出演

毎週火曜日 16:10 SBSラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 信州の牛乳・乳製品に関する様々な情報を
お届け。リスナープレゼントもあります。

7月の動き▶

7月13日（土）
松本山雅FCホームゲーム
イベント（スイカPR）
サンプロ・アルウィン（松本市）

総務広報課

7月19日（金）・20
日（土）

JA農機＆資材フェスタ
エムウェーブ（長野市）

農業機械課

7月25日（木）・26
日（金）

信州フラワーショー　
サマーセレクション
JA長野県ビル（長野市）

野菜花き課

実施中～
8月12日（月・振休）長野県JA産きのこキャンペーン きのこ課

実施中～
8月18日（日） 長野県産夏やさいキャンペーン 野菜花き課

年に一度のビッグイベント！！
今年も「ＪＡ農機＆資材フェスタ2019」を開催します。
○日　時 7月19日（金）AM9:00～PM4:00
 7月20日（土）AM9:00～PM3:00
○会　場 長野市オリンピック記念アリーナ　エムウェーブ
○主　催 長野県農協生産資材事業推進協議会
○後　援 長野県・ＪＡ全農長野
○入場料 無料

〈注目ポイント〉
● 会場内大型スクリーンにより、時代をつなぐ新たな農業の実現に向けたスマート農業の情報を発信します。
● 長野県による「スマート農業導入加速化研修会」も同時開催。滋賀県の農業生産法人「フクハラファーム」様による講演も行います。
● 生産者１万人の声を反映した「共同購入トラクタYT357J,Z」と、
JA農機担当者が現場の声から厳選した「ＪＡ長野県推奨５型式」を一同に展示！！

●生産振興コーナーでは、ネギ機械化一貫体系やカットドレーンによる排水対策などの注目技術を発信！！
● 会場外では、草刈作業に新提案「ラジコン草刈機」や注目を浴びる「ドローン」の実演を実施します。
● 農機メーカー、生産資材メーカーなど数十社のご協力をいただき、最新農業機械の展示即売はもちろん、
肥料、農薬、農業資材、生活事業、くらしのサポートまで、幅広くご案内します。

皆様のご来場をお待ちしています！！

全国一の生産量を誇るカーネーション・トルコギキョウ・
アルストロメリアをはじめ、キク・スターチス・
グラジオラス・ユリなど約500点が県内から出品され、
品質や栽培技術を競います。
皆様のご来場をお待ちしています。

○開 催 日 令和元年７月２５日（木）～２６日（金）
○一般公開 ７月２５日（木）　午後３時～午後６時
 ７月２６日（金）　午前９時～午後２時（午前１１時～褒章授与式）
○会　　場 ＪＡ長野県ビル「アクティーホール」
○実施内容 (1)品評会（切花、花木）
 (2)展示会　
 　①フラワーアレンジメント　②種苗会社による品目・品種紹介　③花き関連新資材・機器
 (3)花の販売
 　① 品評会出品展示品…一般公開時に予約販売を行います。ご予約いただいた花は、一般公開終了後の２６日（金）

午後２時よりお渡しします（午後４時まで）。
 　②信州産の花を使った花束・アレンジ等…一般公開時に花束・アレンジメント等を即売します。

農業機械課からのお知らせ

「ＪＡ農機＆資材フェスタ２０１９
  ～令和元年～JAは農業のベストパートナー」のご案内

野菜花き課からのお知らせ

第51回信州フラワーショー
サマーセレクション

裏表紙
も

ご覧く
ださい

！

10 9



JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JA タウン」 https://www.ja-town.com
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